
第４回会議　Aグループ論点整理表

NO. 頁 項目 小項目 該当箇所 意見 意見に対して

1 P11
６　都市像の実現の
ために

全体 全体

全ての議論の前に，基本目標等についてどこが主体となるのかについて検討す
べき。実際に誰がやるのかを理解していないと，ただ言葉を修正しても仕方がな
い。修正したのはいいが，結局誰も動かないのでは意味がないので，きちんとイ
メージして議論すべき。

2 P12
６　都市像の実現の
ために

基本目標１ 基本政策３

地域包括支援センターについて，高齢者を支援するために情報を集めたいが，個
人情報が壁となってやりにくい。町内会でも情報を把握していないことがあり，何
か起きた時の連絡先が分からないことがある。消防や医師会などでも「個人情
報」が壁となることがあるので，自分の情報を出して良いという高齢者について
は，地域包括支援センターなどに伝えることや個人情報の開示を緩くしてもらうな
ど，市などの関係者が連携して取り組むべき。

3 P13
６　都市像の実現の
ために

基本目標２ 基本政策５
東京オリンピックの新しい種目に，スケートボードやサーフィン等が候補となって
いたが，スポーツ人口の裾野を広げるというのであれば，１２年後を見据えて，新
たなスポーツや世界を目指すことなどについてもう少し強調してはどうか。

4 P13
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 全体

今こそ，パラダイムシフトが必要。１０年前のモデルはもう通用しないので，過去か
らの後ろ向きの発想ではなく，新しいものを取り入れていきたい。新しい技術やモ
デルを取り入れて”旭川風”の姿勢を文言として盛り込んでいくべき。いつの時代
もパイオニアや試行錯誤する者は強いと思う。

5 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策６
北海道や旭川の農産物については，作って外へ出すだけではなく，加工をするな
どもっと付加価値を付け，販売することを推奨していくと，農業だけではなく商工業
にも波及し，経済基盤が上がっていくと思う。

6 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策６

基本政策の文言については，旭川市でなくても通じる文言である。もう少し旭川の
特徴が見えてくる文言になればと思う。基本政策なので余り具体的に書けないと
は思うが，例えば地場産品をどこに売りたいといったように，特に力を入れたいと
いうものについて具体的に表記されていれば良い。

7 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策６
「旭川には大企業がないから良い。そこが倒産すると全てがダメになる」とある方
が言っていたが，眼鏡で有名な福井県の鯖江市も同じで，大きなものではなく，小
さくてもユニークなものを立ち上げる，拾い上げるという発想で考えるべき。

8 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７

まちの賑わいについて，食べマルシェは３日間であるが，札幌では１週間以上開
催している。マルシェが終わると，その後は何もなくなってしまうので，もう少し取
組を広げ，地域に根ざしたものにすれば，賑わいが出てきて，「温かなまち」に
なっていくと思う。

9 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７

買物公園では，気がつくと店舗がイオンに入っており，空洞化が気になる。４条以
北は際立ったものがないので，８条辺りまで人を呼べたら良い。これは市だけで
はなく，商店街にも関わることであり，市民がなるべくそこを使うよう協力すること
や工夫が大切だと思うので，そうした文言が入れば良い。
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10 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
イオンに人が流れているという状態が多い。空き店舗が目立っており，３条以北は
寂しい状況である。７条緑道を生かしきれていないのでもっと活用できないか？

11 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
イオン西店は，家族全体が買い物をして楽しいお店である。細長い店内を歩いて
いくと，ちょうどいい所にトイレがある。買物公園も同じ発想で公衆トイレやトイレを
無償提供する店をつくると，駅前から７条まで楽しく歩いていけるのではないか。

12
Ｐ１
４

６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７

買物公園の５条から７条周辺に気軽に車を止められる駐車場が欲しい。行政が
支援して地域で土地を買い取って駐車場にすれば良い。
まちなかマネジメント協議会などが実施するイベントに対する警察の規制が厳し
いと聞いているので，もう少し規制を緩められないか？さらに，7条の市場と8条辺
りを核として，日常生活の物品が揃うようにすれば，活性化すると思う。また，バ
ス路線の一部を緑橋通から昭和通に移すことで，賑わいも戻ってくるのではない
のか？

13 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
市役所の庁舎建替えについて，大胆に市の中心街に移転すれば，人が集まり発
展するのではないかと思う。この機会に庁舎をどこにするのかを検討し，活性化
のチャンスとすべき。

14 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
市役所の庁舎建替えについて，今の近くに建て替えた方がいいと思う。高齢者は
段々車の運転ができなくなってしまうので，中心部に高齢者用のマンションを建て
て，歩いて行ける場所に食事や買物等ができるシステムがあれば良い。

15 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
市役所の庁舎建替えについて，緑橋通は，夜は暗くなってしまう。日中だけでは
なく，夜も人が集まるようなことも考えて場所を選定すべき。

16
Ｐ１
４

６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７

旭川に来る観光客は旭川空港経由ではなく，新千歳空港から日帰りで旭山動物
園へ行き，新千歳空港経由で帰ってしまう。旭川空港の就航率は９０%以上と新千
歳空港より高いので，もっとアピールすべき。また，連結バスやノンステップバスを
走らせるなど利便性を高めたら良い。道外の観光客が旭川空港を利用して，旭川
駅前で泊まり，旭川空港で帰るといった流れをうまく作ったら良い。

17 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
東京のように深夜のバスがないが，むしろ旭川こそ必要で，夜に若い人が集まる
ような仕掛けが必要である。

18 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
公共交通について，富山市では例えば高齢者がまちなかまで乗るとバス代が100
円で，途中で降りると料金が高くなるシステムとなっているため，高齢者がマチな
かまで行って，ついでにお酒を飲んで帰ってくるなどの効果があると聞く。

19 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策７
旭川空港へは，人数にもよるがバスよりもタクシーで行った方が安いことがある。
空港からの利便性向上についても検討すべきである。
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20 P15
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策８
「四季を通じて暮らしやすい都市の構築」とあるが，最近目に付く空き家の対策は
どうなっているか教えて欲しい。

（事務局）
市では，昨年条例を制定し，相談窓口を一本
化している。空家等対策特措法が今年施行さ
れ，今後は空家対策に向けた協議会を立ち上
げ，検討していく。

21 P15
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策８

西神楽では，グラウンドワーク西神楽を中心に空き家対策に取り組んでおり，アン
ケートを行うなど，域内での移住や空き家の有効活用について検討している。将
来的には空港が近いことを生かし移住者を呼び込むことを考えており，参考事例
となると思う。

22 P14
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策１０
自主防災組織については，作って終わりではいけない。今の時代，防災を通じた
絆づくりが，唯一地域の絆を取り戻す方策となりうる。

23 P15
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策１０

以前，本州に住んでいた時には，毎年９月1日の防災の日に子どもと親が一緒に
防災訓練を行っていた。旭川へ移り住んで，台風の時の学校の対応など，市民の
防災意識が不足していると感じることが多い。今後は，防災意識を高めていく必
要性があるのではないのか。

24 P15
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策１０

以前，地震が少ないことは担保にはならないという話があったが，地震がないこと
を強調することは危険ではないか。
また，ホットラインについて，腕時計型の発信器は腕が麻痺している人は使えな
いので，単にモノを導入するのではなく，それを有効に使うために必要な人を送り
込むことが重要であり，旭川としてもこれからそういう意識でやっていかなくてはな
らない。

25 P15
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策１０
防災意識を培っていくためには，まず，その土地に起きた災害などの歴史を学ぶ
ことが重要である。

26 P16
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１１

町内会加入率については，良いところで６割でアパートなどは５割を切る。若い人
が町内会に入らないから，毎年，会員数が減り，増えることはない。共同募金など
もなかなか集まらないのが現状である。少しでも若い人の加入率が高くなれば良
い。

27 P17
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１２

南さつま市や北名古屋市と防災協定を結んでいるが，大規模災害が起きた時
に，災害の起きていない地域に救われる可能性が高いので，他都市との防災協
定をもっと進めても良いと思う。他の都市が災害にあった時に，旭川が被災者を
積極的に受け入れる姿勢を日本中に示すことが重要である。

28 P18 ７　都市構造の方向性 都市構造の方向性 全体
「都市構造の方向性」については，具体的に旭川市のイメージができ，非常に良
い。

29 P18 ７　都市構造の方向性 都市構造の方向性 全体
コンパクト化の方向性ということだが，これまで郊外に宅地造成をしており，高齢
者などのことを考えると不自由となることも予想されるので，ただ単にコンパクト化
するのはどうかと思う。
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第４回会議　Bグループ論点整理表

NO. 頁 項目 小項目 該当箇所 意見 意見に対して

1 P１３
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 全体
地域の魅力の発信ということについては，地域の資源を生かすということに加え，
「環境の変化に注視しながら」という視点も必要ではないか。

2 P１３
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 全体
都市像にある「世界にきらめく」ということについては，産業・交流の分野でしか表
現できないと思うので，ここで強く主張した方が良い。

3 P１４
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策６
産業については，市民の所得にかかわるものであり，また，税収などの面で市の
収入の根幹となる部分であることから，力を入れるべき分野である。

4 P１４
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策６

基本政策６については，２つに分けても良い。例えば，農業等の既存産業の維
持，発展と，今後の１２年を見据えた新たな本市の産業のあるべき姿とは，政策
を分けて考えることが必要ではないか。
 本市の産業を維持，発展させていくことについて，今後の１２年についてはこれま
での１０年とは明確に違うということや，本市の産業をどのようなかたちで発展さ
せていこうとしているのか，積極的に表現することはできないか。
もう少し具体的に，明るい兆しを明確に打ち出した方が良い。

5 P１４
６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７

観光について，「第８次旭川市総合計画の要素」によると，「通年滞在型観光への
取組が重要」とされているが，重要なのは，滞在してもらうための要素がどれだけ
あるのかということである。本市に滞在してもらうために，「文化・産業資源型観
光」など，本市ならではの特長を盛り込んでいくことが必要である。

6
Ｐ１
４

６　都市像の実現の
ために

基本目標３ 基本政策７
交通機能の充実の内容については，基本政策８の都市基盤の内容に盛り込んで
も良いのではないか。

7 P１５
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策９
リデュース，リユース，リサイクルの「３Ｒ」について，これにリフューズ，リペアを加
えた「５Ｒ」ということもいわれている。あえて「３Ｒ」とした理由はあるか。

（事務局）
　リフューズ，リペアの要素については，「３Ｒ」
に包含されていると認識しており，これまでも
「３Ｒ」を使用している。

8 Ｐ１６
６　都市像の実現の
ために

基本目標４ 基本政策１０
「総合的な防災力の強化を図る」とされているが，大雪や地震等に対してどのよう
に対応していくか，具体的に盛り込んでいくことが必要ではないか。

（事務局）
　雪対策については，基本政策８の「快適な住
環境の創出」に含まれており，大雪等の災害
時の対策については，基本政策８と基本政策
１０とを連携させた取組となる。
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9 Ｐ１６
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１１
市民と行政が「協力」してまちづくりを進める旨の記載があるが，この部分を「協
働」という用語にしてはどうか。

10 Ｐ１６
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１１
町内会，市民委員会等の住民自治組織について，あまり触れられていない。住民
自治組織の基盤を強化していくという考えは，重要である。

11 Ｐ１６
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１１
この部分は，まさに「まちづくり」に関係する部分であり，旭川市まちづくり基本条
例について触れた方が良いのではないか。

（事務局）
　旭川市まちづくり基本条例には，まちづくり
のほかにも，基本理念や基本原則を軸に，
様々なことが規定されており，条例の趣旨に
ついては，この部分のみならず，総合計画全
体に及んでいるものである。

12 Ｐ１７
６　都市像の実現の
ために

基本目標５ 基本政策１３

組織の「簡素化」という表現があるが，「効率化」の方が適切ではないか。
市民ニーズの多様化，人口減少が進む中，組織のコンパクト化が必要との考え
は重要であると考えるが，単に削減するのではなく，場合によっては機能の充実
も必要である。

13 Ｐ１８
７　都市構造の方向
性

全体
重要な内容であり，この章が設けられたことに意義があると思う。
全体的に盛り込まれているところであるが，まちを住みやすく，コンパクトに適正
化していくことが必要である。

14
Ｐ１
８

７　都市構造の方向
性

全体
集約型都市構造を目指すということをまず明確にし，その上で土地利用などの施
策を整理するという構造とした方がよいのではないか。集約型都市構造を目指す
ということをタイトルにしてはどうか。
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